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技術の概要

国の機関　 2　件　（九州　0　件　、九州以外　2  件　）　
自治体　　 8　件　（九州　1　件　、九州以外　7　件　）　
民　 間　　31 件　（九州　0　件　、九州以外　31　件　）　

３．技術の効果

安全・防災　　インフラDX　　維持管理　　環境　　コスト　　品質　　（該当分類に〇を付記）

・平常時にも災害時にも使用できるフェーズフリーなシステム。平時は公共施設・学校・道の駅等の常設トイレとして稼働さ
せ、災害時はそのまま避難所トイレとして活用、被災地への移設も可能。
・⾧期にわたり多人数の利用が見込まれる公園、山岳地、キャンプ場、リゾート地、道の駅。
・水道使用に制限のあるトンネル工事現場、建設現場。
・利用人数・電源条件・移動性の要件に応じ、4機種から選定（図3）。

　災害時、電気は数日で復旧する一方、上下水道の復旧には数週間から数か月を要し、トイレは避難生活を通じて最後
まで課題として残ります。令和6年能登半島地震では上下水道が広範囲に被災し、令和8年熊本地震では最大約
108,100戸が断水しました。トイレの我慢は水分・食事の摂取控えを招き、災害関連死のリスクに直結します。
　当社は複合発酵技術を活用した自己完結・循環型水処理バイオトイレ（A.Q）を2022年より製造・販売しています。
令和6年能登半島地震では能登町の自主避難所へA.Qトイレを無償提供し、「ジャパン・レジリエンス・アワード2024」最
優秀賞を受賞。令和8年熊本地震では、循環処理型のSORAリバースを阿蘇山上から熊本県八代郡氷川町へ移設し、
住民向けに稼働させました。

２．技術の内容

４．技術の適用範囲

【令和8年熊本地震／SORAリバース】断水が続く氷川町健康センターに設置。IoTドアセンサーによる計測では、平常時
（阿蘇山上）52回/日に対し発災後は平均146回/日（約2.8倍）、ピーク318回/日、20日間で延べ2,918回の利
用がありました（図1）。給水は初期のみのため給水車を待たずに使い始められ、汲取り式に比べバキューム車の手配回数
を大幅に低減できます。
【令和6年能登半島地震／A.Q】能登町内の公民館・集会センター3箇所に計4基を提供（図2）。利用者からは「臭い
もせず、便座も温かく、普通のトイレと同様に使えて利用しやすい」との声が寄せられました。
　温水洗浄便座付き水洗機能により衛生環境の改善に寄与し、日常メンテナンスは通常清掃の範囲、定期メンテナンスも
年2～4回程度で負担が軽減できます。悪臭の抑制により環境負荷の低減も期待できます。

技 術 概 要 書　（様式）

５．活用実績

１．技術開発の背景及び契機

　いずれも微生物の働きで汚水を処理し、上下水道に接続せず使用できるトイレです。用途・現場条件に応じ4機種をライ
ンナップしています（図3）。
　A.Q（完全自己処理型）は、複合発酵（発酵→発酵合成→合成）により汚水を洗浄水へ100％リサイクルする完全
循環型で、流し水の給水も汚泥の引抜きも原則不要、ノンケミカル（化学薬品不要）で大腸菌ゼロを実現しています
（図4）。
　SORAリバース（自己処理型）は、微生物液化消臭技術と高度処理（生物処理＋オゾン処理）を組み合わせ、洗浄
水を再利用しながら一定使用回数ごとに濃縮汚泥のみを引き抜きます（年2～4回程度）。
　このほか汲取り式のSORA、車両型のSORAモビリティーを用意。電源はブロワとポンプのみの省電力で、太陽光パネル＋
蓄電池による稼働にも対応します。



６．写真・図・表




